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附属地震  噴火予知研究観測センター
海野　徳仁
UMINO Norihito 教授 生年月日 1948年7月3日
大学院理学研究科  理学部 附属地震  噴火予知研究観測センター
所属学会
日本地震学会, アメリカ地球物理学連合 (American Geophysical Union), アメリカ地震学会 (Seismological
Society of America), 日本自然災害学会
学会活動
日本地震学会　代議員 2005年－現在
日本自然災害学会　東北支部長 2008年－2010年
専門分野
固体地球惑星物理学
研究課題
・沈み込み帯におけるサイスモテクトニクス
研究キーワード
沈み込み帯,サイスモテクトニクス,地震学
報道
宮城県連続地震／２断層が同時活動の可能性（資料提供　新聞　河北新報） 2003年8月
宮城県沖地震は２タイプ／１９３０年代「分割」、１９７８年「単発」（資料提
供　新聞　河北新報）
2005年10月
備える　宮城県沖地震から２８年（４）　東北大  海野教授、宮城県沖３余震
域を解析（企画協力　新聞　河北新報）
2006年6月
宮城県沖地震、警戒呼び掛け／登米で研修会（資料提供　新聞　河北新報） 2007年12月
シリーズ「宮城県沖地震から 30年」s「迫る大地震の被害想定は？」（出演  執
筆　テレビ　 TBC東北放送）
2008年4月
TBC週刊地震防災セミナ 「ー新センター長にきく」（出演 執筆　その他　TBC
ラジオ）
2008年4月
TBC週刊地震防災セミナー「茨城県沖でM7.0の地震、宮城県内に初の緊急地
震速報」（出演  執筆　その他　 TBCラジオ）
2008年5月
NHKクローズアップ東北  スペシャル「大地震に備える」（出演  執筆　テレ
ビ　 NHK）
2008年5月
備える　宮城県沖地震３０年（１）／インタビュー　エネルギー着々増大（出
演  執筆　新聞　河北新報）
2008年6月
岩手  宮城内陸地震／震源は南北線上に分布／４度目、断層連続／東北大推定
（企画協力　新聞　河北新報）
2008年6月
ＮＨＫクローズアップ東北  スペシャル「山が崩れたs 内陸直下 震度６強の衝
撃 s 」（出演  執筆　テレビ　ＮＨＫ仙台放送局）
2008年6月
岩手  宮城内陸地震／余震３９０回、いまだ活発（企画協力　新聞　河北新報） 2008年6月
＜岩手北部地震＞正断層型　太平洋プレート内深部で典型的（出演  執筆　新
聞　毎日新聞）
2008年7月
内陸地震 同じ震源域で複数回地震（出演  執筆　テレビ　東北放送） 2008年11月
岩手  宮城内陸地震／２度のＭ４級が始まりの可能性／東北大  海野教授（資
料提供　新聞　河北新報）
2008年11月
岩手  宮城内陸地震　防災講座＜東北大地震  噴火予知研究観測センター　海
野徳仁教授  地震学＞（１）／揺れの源／硬さ異なり、ひずみ集中（出演  執筆
　新聞　河北新報）
2009年4月
静岡の地震　宮城県沖地震との関連は（出演  執筆　テレビ　 FNN仙台放送／
スーパーニュース）
2009年8月
TBC週刊地震防災セミナー「11日の駿河湾を震源とする地震と想定される東
海地震」（出演  執筆　その他　 TBC東北放送）
2009年8月
東北大学防災 UPDATES!（出演  執筆　その他） 2009年11月
震源地は「空白域」／海野  東北大教授　（チリ大地震）（企画協力　新聞　河
北新報）
2010年3月
福島  楢葉町で震度５弱の地震／１３日の地震が「ひずみ」生む？（資料提供
　新聞　河北新報）
2010年3月
2日続けて震度 4 宮城県沖地震との関連は（出演  執筆　テレビ　 FNN仙台放
送／スーパーニュース）
2010年3月
附属地震  噴火予知研究観測センター 0 – 1
海野　徳仁
備える　宮城県沖地震３２年（１）／迫る「次」、教訓生かせ（出演  執筆　新
聞　河北新報）
2010年6月
学外の社会活動
宮城県沖重点的調査観測推進委員会委員（文科省）（その他） 2000年4月 －現在
地震調査委員会長期評価部会海溝型分科会委員（その他） 2001年4月 －2005年3月
秋田県地域活断層調査委員会（その他） 2002年4月 －2005年3月
京都大学防災研究所地震予知研究センター運営協議会委員（その他） 2003年4月 －現在
国土交通省  道路管理における震後対応能力向上の基本方針に関する検討委員
会（その他）
2003年4月 －2007年3月
地震調査研究推進本部政策委員会調査観測計画部会調査観測データ流通  公開
推進専門委員会（その他）
2003年4月 －2009年3月
地震に関するセミナー「—1983年日本海中部地震 20周年を迎えてs 備えよう，
次の地震に向けて—」　主催：文部科学省  秋田県（講演会  セミナー）
2003年11月－2003年11月
定例宮城県沖地震シンポジウム（第２回）　主催：宮城県沖地震対策協議会（講
演会  セミナー）
2003年12月－2003年12月
地震  防災関係基礎研修（東京）　主催：地震予知総合研究振興会地震調査研
究センター（講演会  セミナー）
2004年2月 －2004年2月
警察庁平成１６年度災害警備専科教養講義　主催：警察庁警備局（講演会  セ
ミナー）
2004年5月 －2004年5月
地震防災セミナー inうつくしま—地震から生命  財産を守るために—　主催：
文部科学省  福島県（講演会  セミナー）
2004年11月－2004年11月
原子力安全委員会原子炉安全専門審査会（内閣府）委員（その他） 2005年1月 －現在
江陽会新春講演（講演会  セミナー） 2005年1月 －2005年1月
地震に関するセミナー　主催：仙台卸商センター（講演会  セミナー） 2005年3月 －2005年3月
盛岡第一高等学校出張講義（小中高との連携） 2005年10月－2005年10月
東北大学出前授業（仙台市若林小学校）（小中高との連携） 2005年11月－2005年11月
東北大学出前授業（仙台市南小泉小学校）（小中高との連携） 2005年11月－2005年11月
仙台管区気象台平成 17年度地震解説業務研修（講演会  セミナー） 2006年2月 －2006年2月
定例宮城県沖地震シンポジウム（第 4回）　主催：宮城県沖地震対策研究協議
会（講演会  セミナー）
2006年3月 －2006年3月
東北大学出前授業（仙台市南小泉小学校）（小中高との連携） 2006年10月－2006年10月
東北大学出前授業（仙台市広瀬中学校）（小中高との連携） 2006年10月－2006年10月
東北大学出前授業（仙台市根白石小学校）（小中高との連携） 2006年11月－2006年11月
東北大学出前授業（仙台市荒浜小学校）（小中高との連携） 2006年11月－2006年11月
宮城県泉館山高校大学集中講義（小中高との連携） 2007年4月 －2007年4月
宮城県沖地震に関するセミナー（講演会  セミナー） 2007年6月 －2007年6月
宮城県立角田高校　特別授業（小中高との連携） 2007年10月－2007年10月
東北大学出前授業（仙台市鶴ヶ丘小学校）（小中高との連携） 2007年11月－2007年11月
みやぎ災害救援ボランティアセンター主催登米市防災研修会（講演会 セミナー） 2007年11月－2007年11月
民間指導者育成事業地域交流研修会（講演会  セミナー） 2008年3月 －2008年3月
仙台ライフライン防災情報ネットワーク代表（その他） 2008年3月 －現在
地域防災力向上支援シンポジウム　主催：宮城県  (財)自治総合センター（講
演会  セミナー）
2008年3月 －2008年3月
ＮＨＫクローズアップ東北  スペシャル『大地震に備える』（公開講座） 2008年5月 －2008年5月
ＮＨＫクローズアップ東北  スペシャル『山が崩れたs 内陸直下 震度６強の衝
撃 s 』（公開講座）
2008年6月 －2008年6月
みやぎ商工中金ユース会講演会（講演会  セミナー） 2008年7月 －2008年7月
久慈地区暮らし支えるボランティアの集い（講演会  セミナー） 2008年8月 －2008年8月
福島県立安積高等学校模擬授業（小中高との連携） 2008年9月 －2008年9月
第７回東北大学災害制御研究センター公開講座「岩手  宮城内陸地震―これま
でにわかったこと」（公開講座）
2008年11月－2008年11月
宮城県建設雇用改善推進大会記念講演（講演会  セミナー） 2008年11月－2008年11月
防災研究フォーラム第 7回シンポジウム（公開講座） 2009年3月 －2009年3月
防災気象講演会（講演会  セミナー） 2009年3月 －2009年3月
第 8回東北国際保健研究会（講演会  セミナー） 2009年5月 －2009年5月
平成 21年度チャレンジ防災講座（公開講座） 2009年5月 －2009年5月
防災士研修講座（公開講座） 2009年6月 －2009年6月
青葉工業クラブ講演同好会（講演会  セミナー） 2009年7月 －2009年7月
東北大学開講教員免許更新講習（その他） 2009年8月 －2009年8月
福島成蹊高等学校特進クラス出前授業（小中高との連携） 2009年10月－2009年10月
0 – 2 附属地震  噴火予知研究観測センター
海野　徳仁
日本物理教育学会東北支部第 24回研究大会講演（講演会  セミナー） 2009年10月－2009年10月
大学集中出張講義（宮城県立泉館山高校）（小中高との連携） 2010年4月 －2010年4月
丸森東中学校地区  地域防災シンポジウム（講演会  セミナー） 2010年5月 －2010年5月
原町成人大学講演会（講演会  セミナー） 2010年6月 －2010年6月
東北大学出前授業（仙台第一高等学校）（小中高との連携） 2010年6月 －2010年6月
東北大学出前授業（仙台市立富沢小学校）（小中高との連携） 2010年10月－2010年10月
東北大学模擬講義（宮城県立石巻高等学校）（公開講座） 2010年10月－2010年10月
岩沼市防災講演会（講演会  セミナー） 2010年10月－2010年10月
宮城大学看護学部非常勤講師（公開講座） 2010年10月－2010年10月
東北大学出前授業（仙台市立榴岡小学校）（小中高との連携） 2010年11月－2010年11月
金ヶ瀬中学校区  地域防災シンポジウム（講演会  セミナー） 2010年11月－2010年11月
新春講演会（講演会  セミナー） 2011年1月 －2011年1月
東北大学による東日本大震災 1ヶ月後緊急報告会（講演会  セミナー） 2011年4月 －2011年4月
東北大学サイエンスカフェ＋リベラルアーツサロン  スペシャル（講演会  セ
ミナー）
2011年5月 －2011年5月
東北大学による東日本大震災３ヶ月後報告会：復興に向けて見えてきた課題（講
演会  セミナー）
2011年6月 －2011年6月
仙台二華中学校進路講演会（講演会  セミナー） 2011年6月 －2011年6月
岩手大学工学部公開講座防災フォーラム s東日本大震災について考えるs（公
開講座）
2011年7月 －2011年7月
科学者の卵養成講座（公開講座） 2011年7月 －2011年7月
金ヶ瀬中学校区  地域防災シンポジウム（小中高との連携） 2011年7月 －2011年7月
第二高等学校尚志同窓会懇話会（小中高との連携） 2011年7月 －2011年7月
美里町南郷支所防災研修会（講演会  セミナー） 2011年10月－2011年10月
盛岡四高出前授業（小中高との連携） 2011年10月－2011年10月
東北大学出前授業（仙台市立若林小学校）（小中高との連携） 2011年10月－2011年10月
東北大学出前授業（仙台市立七郷小学校）（小中高との連携） 2011年11月－2011年11月
東北大学出前授業（仙台市立館小学校）（小中高との連携） 2011年11月－2011年11月
東北大学出前授業（仙台市立松陵西小学校）（小中高との連携） 2011年11月－2011年11月
東北大学出前授業（仙台市立広瀬小学校）（小中高との連携） 2011年11月－2011年11月
仙台観光コンベンション協会平成 23年度交流会（講演会  セミナー） 2011年11月－2011年11月
大沢地区地域防災安心ネットワーク公開講座（公開講座） 2011年11月－2011年11月
東北大学学部学科説明会（宮城県立仙台第一高等学校）（小中高との連携） 2011年12月－2011年12月
東北大学出前授業（仙台市立榴岡小学校）（小中高との連携） 2011年12月－2011年12月
都市エネルギー研修会（仙台市ガス局主催）（講演会  セミナー） 2012年2月 －2012年2月
東北大学 105周年関西交流会（講演会  セミナー） 2012年2月 －2012年2月
「復興大学」事業市民公開講座　仙台学（公開講座） 2012年2月 －2012年2月
東日本大震災に関する技術講演会―巨大地震  巨大津波がもたらした被害と教
訓―（講演会  セミナー）
2012年2月 －2012年2月
地震  津波分野における日露専門家会合（その他） 2012年2月 －2012年2月
東北大学  独立行政法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）合同シンポジウム（講
演会  セミナー）
2012年4月 －2012年4月
復興大学　復興人材育成教育コース（講演会  セミナー） 2012年5月 －2012年5月
南相馬市原町成人大学（講演会  セミナー） 2012年5月 －2012年5月
宇都宮婦人防火クラブ連合会講演会（講演会  セミナー） 2012年7月 －2012年7月
青森県高等学校教育研究会理科部会研究大会全体講演  地学分科会（講演会  セ
ミナー）
2012年8月 －2012年8月
立命館大学経済科学研究会（講演会  セミナー） 2012年9月 －2012年9月
もりおか老人大学特別講座（公開講座） 2012年9月 －2012年9月
外部機関における活動
京都大学防災研究所自然災害研究協議会 東北地区部会長 2008年04月－2010年03月
行政機関・企業・ＮＰＯ等参加
文部科学省宮城県沖地震重点的調査観測推進委員会（国）　委員 2003年4月 —2007年3月
宮城県沖地震対策研究協議会（その他）　委員 2003年11月—現在
文部科学省防災研究成果普及事業WG（国）　委員 2005年4月 —2007年3月
（財）地震予知総合研究振興会全国大学微小地震データベース委員会（その他）
　委員長
2005年4月 —2007年3月
地震予知研究協議会「地殻活動情報総合データベースの開発」計画推進部会（国）
　部会長
2005年4月 —2007年3月
（財）地震予知総合研究振興会「長岡平野西縁断層帯の評価」評価委員会（そ
の他）　委員
2005年4月 —2007年3月
附属地震  噴火予知研究観測センター 0 – 3
海野　徳仁
オープンキャンパス・研究所公開等
プレートテクトニクスと宮城県沖地震（公開授業  講演） 2003年7月 －2003年7月
地物講演会「地球物理学の魅力」第１回（公開授業  講演） 2007年7月 －2007年7月
チャレンジ防災講座（公開授業  講演） 2007年7月 －2007年7月
第７回東北大学災害制御研究センター公開講座　「岩手  宮城内陸地震ーこれ
までにわかったこと」（公開授業  講演）
2008年11月－2008年11月
東北大学オープンキャンパス体験授業（公開授業  講演） 2011年7月 －2011年7月
学内活動
理学研究科運営会議　構成員 2008年4月 －2010年3月
地震  噴火予知研究観測センター　センター長 2008年4月 －現在
理学研究科大気海洋変動観測研究センター運営委員会　委員 2008年4月 －現在
理学研究科惑星プラズマ  大気研究センター運営委員会　委員 2008年4月 －現在
理学研究科予算委員会　委員 2008年4月 －現在
工学研究科災害制御研究センター 運営委員 2009年4月 －現在
学位授与数
博士 1人
修士 2人
学士 0人
法務博士（専門職） 0人
修士（専門職） 0人
短期大学士 0人
準学士 0人
専門士 0人
論文博士 0人
担当授業科目
(全学教育)
基礎ゼミＡ 2003年－2003年
基礎ゼミ A 2004年－2004年
基礎ゼミ A 2005年－2005年
基礎ゼミ 2007年－2007年
基礎ゼミ 2008年－2008年
地球惑星物理学 2008年－2009年
基礎ゼミ 2009年－2009年
基礎ゼミ 2010年－2010年
(学部教育)
岩手大学人文社会科学部集中講義 1997年－1997年
地球惑星物理学 2003年－2003年
地球惑星物理学 2004年－2004年
地球惑星物理学 2005年－2005年
固体地球物理学 2006年－2007年
固体地球物理学 2008年－2008年
固体地球物理学 2009年－2009年
固体地球物理学 2010年－2010年
(大学院教育)
地震計測学特論 2002年－2002年
固体地球物理学特論Ⅰ 2006年－2006年
固体地球物理学特論Ⅰ 2008年－2008年
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Seismic structure of the notrheastern Japan convergent margin[EGS 1996 meeting]
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Geophysical Union 1998 fall meeting]
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on Slip and Flow Processes in the below the Seimogenic Region]
(2001年11月 –- 2001年11月, 日本国 ,sendai) 口頭（一般）
Internal structure of seismic wave reﬂectors in the mid-crust beneath the northeastern Japan arc[Western
Paciﬁc Geophysics Meeting 2002]
(2002年7月 –- 2002年7月, ニュージーランド ,Wellington) 口頭（一般）
Geometry of the subducted paciﬁc slab beneath Japan estimated from ScSp phases observed by high density
seismic network[ＩＵＧＧ 2003]
(2003年7月 –- 2003年7月, 日本国 ,札幌) 口頭（一般）
Seimological Approaches to the Nagamachi-Rifu faultz zone[The second International symposium on Slip
and Frow processes in below the Seismogenic Region]
(2004年3月 –- 2004年3月, 日本国 ,東京都) 口頭（一般）
Hypocenter and focal mechanism distributions of aftershocks of July 26 2003 M6.4 northern Miyagi,Ne
Japan,earthquake[The second International symposium on Slip and Frow processes in below the Seismogenic
Region]
(2004年4月 –- 2004年4月, 日本国 ,東京都) 口頭（一般）
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初期応力がある場合のラブ波の分散と反射  屈折 S波の波形について [日本地震学会 1992年度秋季大会]
(1972年9月28日 –- 1972年9月30日, 札幌) 口頭（一般）
東北地方に発生する浅発地震の発震機構 [日本地震学会 1973年度地震学会春季大会]
(1973年5月23日 –- 1973年5月25日, 東京) 口頭（一般）
1973年 6月 17日根室半島沖地震余震観測報告 [日本地震学会 1973年度秋季大会]
(1973年11月13日 –- 1973年11月15日, 京都) 口頭（一般）
東北日本における深発地震面の微細構造（その 2）[日本地震学会 1976年度春季大会]
(1976年5月11日 –- 1976年5月13日, 東京) 口頭（一般）
東北日本における深発地震面の微細構造（その 3）[日本地震学会 1976年度秋季大会]
(1976年10月7日 –- 1976年10月9日, 博多) 口頭（一般）
東北日本における地震活動の特性と地震波の減衰 [日本地震学会 1977年度春季大会]
(1977年5月12日 –- 1977年5月14日, 東京) 口頭（一般）
東北地方における地震波の減衰について [日本地震学会 1977年度秋季大会]
(1977年11月21日 –- 1977年11月23日, 京都) 口頭（一般）
東北日本の震源分布と発震機構 [日本地震学会 1978年度春季大会]
(1978年5月17日 –- 1978年5月19日, 東京) 口頭（一般）
1978年 6月 12日宮城県沖地震の余震の震源分布 [日本地震学会 1978年度秋季大会]
(1978年10月11日 –- 1978年10月13日, 名古屋) 口頭（一般）
1978年 6月 12日宮城県沖地震（速報）[日本地震学会 1978年度秋季大会]
(1978年10月11日 –- 1978年10月13日, 名古屋) 口頭（一般）
宮城県沖地震の前震と本震の震源 [日本地震学会 1979年度春季大会]
(1979年5月3日 –- 1979年5月5日, 東京) 口頭（一般）
関東地方北部および東北地方南部の地震活動 [日本地震学会 1980年秋季大会]
(1980年4月11日 –- 1980年11月13日, 東京) 口頭（一般）
1978年宮城県沖地震直前の地震活動の変化 [日本地震学会 1980年度秋季大会]
(1980年10月14日 –- 1980年10月16日, 仙台) 口頭（一般）
東北日本弧の深発地震面と発震機構 [日本地震学会 1981年度春季大会]
(1981年4月7日 –- 1981年4月9日, 東京) 口頭（一般）
東北地方の Q-構造 [日本地震学会 1981年度秋季大会]
(1981年10月7日 –- 1981年10月9日, 京都) 口頭（一般）
北大  弘大  東北大微小地震観測網データの併合処理（その 3）[日本地震学会 1982年度秋季大会]
(1982年10月5日 –- 1982年10月7日, 名古屋) 口頭（一般）
東北地方の Qs値構造 [日本地震学会 1983年春季大会]
(1983年4月26日 –- 1983年4月28日, つくば) 口頭（一般）
1983年日本海中部地震-(2)余震の震源分布-[日本地震学会 1983年度秋季大会]
(1983年9月27日 –- 1983年9月29日, 千葉) 口頭（一般）
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東北日本弧の微小地震活動の特徴と 1983年日本海中部地震の先行的群発地震活動 [日本地震学会 1984年
度秋季大会]
(1984年10月11日 –- 1984年10月13日, 神戸) 口頭（一般）
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附属地震  噴火予知研究観測センター 0 – 5
海野　徳仁
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微小地震観測網による稍深発地震  深発地震の広域震源分布 [日本地震学会 1987年度春季大会]
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福島県沖の最近の地震活動について [日本地震学会 1987年度秋季大会]
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東北日本弧のプレート境界に発生した地震活動の特徴-Asperityの分布を微小地震活動から推定する試み-[日
本地震学会 1988年度春季大会]
(1988年4月6日 –- 1988年4月8日, つくば) 口頭（一般）
東北日本における地震の非線形規模別頻度分布 [地球惑星科学関連学会 1990年合同大会]
(1990年4月5日 –- 1990年4月8日, 岡山) 口頭（一般）
東北日本弧の深発地震にみられる P波の後続波 [日本地震学会 1990年度秋季大会]
(1990年10月2日 –- 1990年10月4日, 札幌) 口頭（一般）
東北日本弧および北海道直下の深発地震にみられる P波の連続波 [地球惑星科学関連学会 1991年度合同
大会]
(1991年4月2日 –- 1991年4月5日, 東京) 口頭（一般）
近地地震にみられる sP波 [日本地震学会 1991年度秋季大会]
(1991年10月27日 –- 1991年10月29日, 名古屋) 口頭（一般）
近地地震にみられる sP波（その 2）[地球惑星科学関連学会 1992年合同大会]
(1992年4月7日 –- 1992年4月10日, 京都) 口頭（一般）
東北日本弧の沈み込み帯に発生する地震の深さ分布 [日本地震学会 1992年秋季大会]
(1992年10月28日 –- 1992年10月28日, つくば) 口頭（一般）
変換波により推定された太平洋プレート内の深発地震の震源位置 [地球惑星科学関連学会 1993年合同大会
]
(1993年3月19日 –- 1993年3月22日, 東京) 口頭（一般）
変換波から推定した 1993年北海道南西沖地震の余震の深さ分布 [日本地震学会 1993年度秋季大会]
(1993年10月28日 –- 1993年10月30日, 鳥取) 口頭（一般）
二重深発地震面はどの深さまで続いているか？ [日本地震学会 1993年度秋季大会]
(1993年10月28日 –- 1993年10月30日, 鳥取) 口頭（一般）
二重深発地震面はどの深さまで続いているか？（その 2）[地球惑星科学関連学会 1994年合同大会]
(1994年3月20日 –- 1994年3月23日, 仙台) 口頭（一般）
発信機構解から推定した太平洋プレートの位置 [日本地震学会 1994年度秋季大会]
(1994年10月21日 –- 1994年10月23日, 福岡) 口頭（一般）
変換波から推定した 1994年三陸はるか沖地震の余震の深さ分布 [地球惑星科学関連学会 1995年合同大会]
(1995年3月27日 –- 1995年3月30日, 東京) 口頭（一般）
東北日本弧に発生した地震の震源再決定 [日本地震学会 1995年度秋季大会]
(1995年9月27日 –- 1995年9月29日, 静岡) 口頭（一般）
微小地震観測網データから推定した太平洋プレートの位置 [地球惑星科学関連学会 1996年合同大会]
(1996年3月26日 –- 1996年3月29日, 大阪) 口頭（一般）
1996年 8月 11日秋田  宮城県境付近の地震について [日本地震学会 1996年秋季大会]
(1996年9月26日 –- 1996年9月28日, 水戸) 口頭（一般）
1996年 8月 11日秋田  宮城県境付近の地震について [地球惑星科学関連学会 1997年合同大会]
(1997年3月25日 –- 1997年3月28日, 名古屋) 口頭（一般）
東北日本弧の地震テクトニクス
(1997年9月24日 –- 1997年9月24日, 弘前) 口頭（招待 特別）
1996年鬼首地震の震源域における DCFFによる地震活動の変化 [日本地震学会 1997年度秋季大会]
(1997年9月24日 –- 1997年9月26日, 弘前) 口頭（一般）
sP波による日本海東縁部の地震の深さの分布 [地球惑星科学関連学会 1998年合同大会]
(1998年5月26日 –- 1998年5月29日, 東京) 口頭（一般）
1998年 8月 3日の福島県西郷村の地震（Ｍ 4.9）について [日本地震学会 1998年度秋季大会]
(1998年10月26日 –- 1998年10月28日, 福井) 口頭（一般）
1998年 9月 3日の岩手県雫石町の地震（Ｍ 6.1）について [日本地震学会 1998年度秋季大会]
(1998年10月26日 –- 1998年10月28日, 福井) 口頭（一般）
長町  利府断層の最深部で発生した 1998年 9月 15日の地震（Ｍ 5.0）について [地震研究所研究集会「東
北日本トランセクト-最新成果からみた島弧変形と地殻構造-」]
(1999年3月 –- 1999年3月, 東京) 口頭（一般）
1996年 8月 11日宮城県鬼首地震（Ｍ 5.9、Ｍ 5.7）震源域直下に分布するＳ波反射面 [地震研究所研究集
会「東北日本トランセクト-最新成果からみた島弧変形と地殻構造-」]
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高密度地震観測網で観測された ScSp波による太平洋スラブの形状 [日本地震学会 2002年度秋季大会]
(2002年11月 –- 2002年11月, 横浜) 口頭（一般）
高密度地震観測網で観測された ScSp波による太平洋スラブの形状 [地球惑星科学関連学会 2003年合同
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(2003年5月 –- 2003年5月, 東京) 口頭（一般）
余震観測から推定した 2003年 7月 26日宮城県北部地震の余震のメカニズム解分布 [日本地震学会 2003年
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長町—利府断層周辺域の地震学的構造について [2004年日本地質学会第 111年学術大会]
(2004年9月 –- 2004年9月) 口頭（招待 特別）
2004年 9月 5日の紀伊半島南東沖の地震（M7.4）にみられた sP波について [日本地震学会 2004年度秋季
大会]
(2004年10月 –- 2004年10月, 福岡) 口頭（一般）
過去の宮城県沖地震の震源再決定 [日本地震学会 2005年秋季大会]
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シミュレーションモデル構築に向けて」]
(2005年11月 –- 2005年11月, 東京) 口頭（一般）
全国大学微小地震観測データベース [地震予知のための新たな観測研究計画平成１７年度成果報告シンポ
ジウム]
(2006年3月 –- 2006年3月, 東京) 口頭（一般）
1930年代に起こった 3つの宮城県沖地震 (M7以上)の再検証：1978年の地震 (M7.4)を引き起こしたアス
ペリティの破壊の可能性 [2005年 8月 16日に発生した宮城県沖の地震に関する調査研究成果報告会]
(2006年3月 –- 2006年3月, 仙台) 口頭（一般）
地殻活動情報総合データベースの構築 [地震予知のための新たな観測研究計画平成１８年度成果報告シン
ポジウム]
(2007年3月 –- 2007年3月, 東京) 口頭（一般）
全国大学微小地震観測網データベース [日本地球惑星科学連合 2007年大会]
(2007年5月 –- 2007年5月, 千葉市) 口頭（一般）
すす書き記録による 1933年三陸沖地震 (M8.1)の再検討 [日本地震学会 2007年秋季大会]
(2007年10月 –- 2007年10月, 仙台市) 口頭（一般）
地震についてこれまでに明らかになったこと [２００８年岩手  宮城内陸地震シンポジウム]
(2008年1月 –- 2008年1月, 秋田市) 口頭（一般）
Oﬀshore double-planed shallow seismic zone in the NE Japan forearc region revealed by sP depth phase[日
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2008年岩手  宮城内陸地震について [東北地域災害科学研究集会]
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地震についてこれまでに明らかになったこと [２００８年岩手  宮城内陸地震シンポジウム]
(2009年1月 –- 2009年1月, 秋田市) 口頭（一般）
2008年岩手  宮城内陸地震の発生機構について [平成 21年度東北地域災害科学研究集会]
(2010年1月 –- 2010年1月, 山形市) 口頭（一般）
東北地方の地震記象を用いた首都圏の過去地震の調査研究 [日本地球惑星科学連合 2010年大会]
(2010年5月23日 –- 2010年5月23日, 千葉) 口頭（一般）
2011年東北地方太平洋沖地震の発生機構 [東北地域災害科学研究集会]
(2012年1月8日 –- 2012年1月8日) 口頭（一般）
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科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）
奨励研究 (A) 1976年4月 －1977年3月
[東北日本孤に於ける上部マントルの Q-値の分布について]
奨励研究 (A) 1982年4月 －1983年3月
[東北地方の三次元 Q-値構造]
一般研究 (B) 1992年4月 －1994年3月
[地震波を用いた火山の深部構造  内陸地震の発生機構の研究]
総合研究 (B) 1993年4月 －1994年3月
[基礎科学的立場からの地震予知手法の検討と新手法への展望]
基盤研究 (B) 1995年4月 －1998年3月
[地震波によるマントルダイアピルのイメ-ジング]
基盤研究 (C) 1996年4月 －1997年3月
[反射波,変換波を用いた海洋底地震の発生機構の研究]
基盤研究 (B) 1999年4月 －2003年3月
[活断層への応力集中機構の研究]
基盤研究 (C) 2003年4月 －2005年3月
[内陸地震の震源域直下に見いだされた地震波反射体の内部構造の研究]
基盤研究 (A) 2003年4月 －2007年3月
[プレート境界におけるアスペリティのマッピングとすべりの時空間分布の
推定]
特別研究促進費 2008年6月 －2009年3月
[2008年岩手  宮城内陸地震に関する総合調査]
その他の競争資金獲得実績
科学技術振興調整費 2001年4月 －2004年3月
[陸域震源断層の深部すべり過程のモデル化に関する総合研究]
首都直下地震防災  減災特別プロジェクト 2001年4月 －現在
[東北地方の地震記象を用いた首都圏の過去地震の調査研究]
科学技術振興調整費 2004年10月－現在
[過去の地震活動などの調査]
一般受託研究 2009年4月 －現在
[首都直下業務計画]
著書
1) Seismotectonics in Convergent Plate Boundary（執筆担当部分）Infomogeneous structure of the crust and its
relationship to earthquake occurrence 225s 235. [Terrapub,(2002)3月]
Umino.N and Hasegawa.A
研究論文
1) 東北日本にみられる深発地震面の二層構造について. [地震，第２輯, 28 (2), (1975), 125-139]
海野徳仁, 長谷川昭
2) Seismic activity in the northeastern Japan arc. [J. Phys. Earth, 25 (Suppl.), (1977), 95-104]
Takagi, A., A. Hasegawa, and N. Umino
3) Double-planed structure of the deep seismic zone in the northeastern Japan arc. [Tectonophysics, 47, (1978),
43-58]
Hasegawa, A., N. Umino, and A. Takagi
4) Double-planed deep seismic zone and upper-mantle structure in the northeastern Japan arc. [Geophys. J. Roy.
Astron. Soc., 54, (1978), 281-296]
Hasegawa, A., N. Umino, and A. Takagi
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海野　徳仁
5) Double- planed deep seismic zone and anomalous structure in the upper mantle beneath northeastern
Honshu(Japan). [Tectonophysics, 57, (1979), 1-6]
Hasegawa, A., N. Umino, A. Takagi, and Z. Suzuki
6) Seismic activity in the northeastern Japan arc. [Phys. Earth Planet. Int., 18, (1979), 351-354]
Takagi, A., A. Hasegawa, N. Umino, and Z. Suzuki
7) Phase changes and the frequency-magnitude distribution in the double-planed seismic zone beneath Tohoku,
Japan. [J. Geophys. Res., 83, (1979), 1379-1383]
Anderson, R. N., A. Hasegawa, N. Umino, and A. Takagi
8) 東北日本弧における二重深発地震面と発震機構. [地震，第２輯, 35 (2), (1982), 237-257]
海野徳仁, 長谷川昭
9) 北海道および東北地方における微小地震の震源分布—広域の験震データの併合処理. [地震，第２輯, 36, (1983),
129-150]
長谷川昭, 海野徳仁, 高木章雄, 鈴木貞臣, 本谷義信, 亀谷悟, 田中和夫, 澤田義博
10) 東北日本弧会合部付近の浅発地震活動と重ね合せ発震機構—広域のデータの併合処理. [地震，第２輯, 36,
(1983), 407-421]
鈴木貞臣, 本谷義信, 海野徳仁, 長谷川昭, 亀谷悟, 田中和夫
11) 下北半島  陸奥湾地域の微小地震活動. [Sci. Rep. Hirosaki Univ., 30, (1983), 56-64]
田中和夫, 佐藤魂夫, 長谷川昭, 海野徳仁
12) 東北日本弧の三次元 Qs値構造. [地震，第２輯, 37 (2), (1984), 217-228]
海野徳仁, 長谷川昭
13) 北海道および東北地方における稍深発地震の発震機構—広域の験震データの併合処理. [地震，第２輯, 37 (4),
(1984), 523-538]
海野徳仁, 長谷川昭, 高木章雄, 鈴木貞臣, 本谷義信, 亀谷悟, 田中和夫, 澤田義博
14) 宮城県釜房ダム周辺の微小地震活動. [地震，第２輯, 38, (1985), 115-124]
西城忠泰, 長谷川昭, 海野徳仁, 高木章雄
15) Seismicity in the northeastern Japan arc and seismicity patterns before large earthquakes. [Earthq. Pred.
Res., 3, (1985), 607-626]
Hasegawa, A., N. Umino，, and A. Takagi
16) 1983年日本海中部地震の前震と余震の震源分布. [地震，第２輯, 38 (3), (1985), 399-410]
海野徳仁, 長谷川昭, 小原一成, 松澤暢, 清水洋, 高木章雄, 田中和夫, 小菅正裕
17) 微小地震観測網データの自動処理システム. [地震，第２輯, 39, (1986), 381-395]
長谷川昭, 海野徳仁, 山本明, 高木章雄
18) Normal fault type events in the upper plane of the double-planed deep seismic zone beneath the northeastern
Japan arc. [J. Phys. Earth, 34, (1986), 85-94]
Matsuzawa, T., N. Umino, A. Hasegawa, and A. Takagi
19) Upper mantle velocity structure estimated from PS-converted wave beneath the northeastern Japan arc.
[Geophys. J. Roy. Astron. Soc., 86, (1986), 767-787]
Matsuzawa, T., N. Umino, A. Hasegawa, and A. Takagi
20) Estimation of thickness of a low velocity layer at the surface of the descending oceanic plate beneath the
northeastern Japan arc by using synthesized PS-wave. [Tohoku Geophys. J., 31, (1987), 19-28]
Matsuzawa, T., N. Umino, A. Hasegawa, and A. Takagi
21) 福島県いわき沖合 40km地点におけるハイドロフォン連続観測. [地震，第２輯, 40, (1987), 533-540]
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海野　徳仁
長谷川昭, 山本明, 海野徳仁, 高木章雄, 佐藤孝雄
22) 自動処理システムが捉えた北西太平洋海中爆破地震動. [地震，第２輯, 41, (1988), 609-612]
長谷川昭, 海野徳仁, 山本明, 高木章雄
23) 宮城県釜房ダム周辺の微小地震活動 (II). [地震，第２輯, 42, (1989), 91-103]
西城忠泰, 長谷川昭, 海野徳仁, 高木章雄, 増田徹
24) エアガンによる磐梯山周辺域の地殻構造探査. [地震，第２輯, 42, (1989), 161-169]
長谷川昭, 堀内茂木, 植木貞人,西澤あずさ, 松澤暢, 海野徳仁, 堀修一郎, 稲盛隆穂, 松本聡, 浜口博之, 高
木章雄, 田中和夫, 鈴木将之, 末広潔
25) エアガン  ランドエアガンを用いた磐梯山周辺域の地殻構造調査. [東北地域災害科学研究報告, 25, (1989),
75-79]
長谷川昭他
26) The relationship between seismicity patterns and fracture zones beneath northeastern Japan. [Tohoku
Geophys. J.„ 33 (2), (1990), 149-162]
Umino, N., A. Hasegawa, and A. Takagi
27) A real-time processing system of Tohoku University Seismic Network and recent microearthquake activity.
[The 7th U. S.―Japan Seminor on Earthquake Prediction, U. S. Geological Survey Open-File Report, (1990),
90-98]
Hasegawa, A., Umino, N. and Takagi, A.
28) 中禅寺湖周辺域における地殻構造探査実験. [東北地域災害科学研究報告, 27, (1991), 103-106]
長谷川昭他
29) 高密度アレイ爆破観測による 1931年小国地震震源域周辺の地震波散乱体の分布. [地震，第２輯, 46, (1993),
75-84]
堀内茂木,松澤暢,松本聡,津村紀子,長谷川昭,堀修一郎,海野徳仁,河野俊夫,仁田交市,小菅正裕,佐藤
魂夫
30) Magnitude-frequency relations for northeastern Japan,. [Bull. Seism. Soc. Am., 83 (5), (1993), 1492-1506]
N.Umino. and S.Sacks
31) 1962年宮城県北部地震（M6.5）震源域における微小地震活動. [地震，第２輯, 46, (1993), 85-94]
河野俊夫,仁田交市,松本聡,堀内茂木,岡田知己,開原貴美,長谷川昭,堀修一郎,海野徳仁,鈴木将之
32) Seismic structure of the northeastern Japan convergent margin: A synthesis. [J. Geophys. Res., 99, (1994),
22295-22311]
Hasegawa, A., S. Horiuchi, and N. Umino
33) 北上山地中央部における爆破地震動の観測. [地震，第２輯, 47, (1994), 263-271]
長谷見晶子,松澤暢,長谷川昭,海野徳仁,河野俊夫,堀修一郎,伊東明彦,鈴木貞臣,石川春義
34) 栃木県西部の日光  足尾地域における微小地震活動. [地震，第２輯, 47, (1994), 287-302]
伊東明彦,鈴木将之,長谷川昭,松本聡,堀内茂木,松澤暢,山本明,海野徳仁,河野俊夫,堀修一郎,津村紀子,
田中和夫,佐藤魂夫,小菅正裕,笠原稔,岡山宗夫,長谷見晶子
35) Aftershock focaldepths of the 1993 Hokkaido-Nansei-oki earthquake estimated from sP depth phase at small
spicentral distances. [J.phys.Earth, 42 (4), (1994), 321-329]
Umino,N. and A. Hasegawa
36) sP depth phase at small epicentral distances and estimated subducting plate boundary. [Geophys. J. Int., 120
(2), (1995), 356-366]
Umino, N., A. Hasegawa, and T. Matsuzawa
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37) Q and site ampliﬁcation factors of hard-rock region in the Kitakami massif, northeastern Japan. [J. Phys.
Earth, 45, (1997), 417-431]
Hasemi, A., T. Matsuzawa, A. Hasegawa, N. Umino, T. Kono, S. Hori, A. Ito, S. Suzuki, and H. Ishikawa
38) 1996年８月 11日秋田  宮城県境付近の地震について. [東北地域災害科学研究報告, 33, (1997), 17-25]
海野徳仁他
39) 1996年 8月 11日宮城県鬼首付近に発生した地震について. [地震，第２輯, 51, (1998), 253-264]
海野徳仁,松澤暢,堀修一郎,中村綾子,山本明,長谷川昭,吉田武義
40) 1998年 9月 3日岩手県雫石町に発生した地震（M6.1）の余震分布. [活断層研究, 17, (1998), 1-8]
海野徳仁,岡田知己,中村綾子,中島淳一,佐藤俊也,堀修一郎,河野俊夫,仁田交市,植木貞人,松澤暢,長谷
川昭,浜口博之
41) 1996年秋田  宮城県境付近の余震のメカニズム解—波形インバージョン法による決定—. [東北地域災害科学
研究報告, 34, (1998), 255-265]
小菅正裕, 佐鯉央教, Andrianirina Mamy, 海野徳仁, 長谷川昭, 長谷見晶子, 伊東明彦, 小原一成
42) ＤＡＴアレイ地震観測による奥羽脊梁山地およびその周辺域における地震波散乱体分布の推定. [地震，第２
輯, 52, (1999), 379-394]
浅野陽一,海野徳仁,中村綾子,岡田知己,堀修一郎,河野俊夫,仁田交市,佐藤俊也,長谷川昭,小菅正裕,長
谷見晶子
43) Quantitative mapping of precursory seismic quiescence before the 1989, M7.7 oﬀ-Sanriku earthquake, Japan.
[Anali di Geophysik, 42, (1999), 851-869]
Wyss, M., A. Hasegawa, S. Wiemer, and N. Umino
44) Inhomogeneous structure of the crust and its relationship to earthquake occurrence. [Proceedings of
International Workshop on Seismotectonics at the subduction zone - Toward the breakthrough in the next
century, (1999), 231-243]
Umino, N. and A. Hasegawa
45) 千屋断層帯における人工地震観測. [東京大学地震研究所彙報, 74, (1999), 49-62]
岩崎貴哉, 加藤　亘, 阿部信太郎, 一ノ瀬洋一郎, 海野徳仁, 岡田知己他
46) Deep structure of the northeastern Japan arc and its implications for crustal deformation and shallow seismic
activity. [Tectonophysics, 403, (2000), 59-75]
Hasegawa, A., J. Nakajima, N. Umino, S. Miura
47) Seismic activity and deformation process of the crust within the overriding plate in the northeastern Japan
subduction zone. [Tectonophysics, 319, (2000), 225-239]
Hasegawa, A., A. Yamamoto, N. Umino, S. Miura, S. Horiuchi, D. Zhao, and H. Sato
48) Shallow seismicity and deformation process of the crust in the northeastern Japan arc. [Proceedings of the
Second EU-Japan Workshop on Sesimic Risk, (2000), 188-196]
Hasegawa, A., M. Onodera, D. Zhao, S. Horiuchi, N. Umino and A. Nakamura
49) Extensional structure in northern Honshu Arc as inferred From seismic refraction/wide-angle reﬂectionproﬁling,.
[Geophys,Res,Lett, 28, (2001), 2329-2332]
Iwasaki.t,W.kato,T.oriya,A.Hasemi,N.Umino,T.Okada,K.Miyashita,T.Mizogami,T.takeda,S.Sekine,T.matsushima,K.Tashiro,H.Miyamachi
50) Spatial distribution of focal mechanisms for inter- and intraplate earthquakes associated with the subducting
Paciﬁc plate beneath the northeastern Japan arc - A triple-planed deep seismic zone -. [J. Geophys. Res.,
106, (2001), 2177-2191]
Igarashi, T., T. Matsuzawa, N. Umino, and A. Hasegawa
51) 1964年男鹿半島沖地震（M6.9）：1983年日本海中部地震に 19年先行したすべり？ . [地震,第２輯, 53, (2001),
263-268]
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海野　徳仁
海野徳仁,伊藤善宏,五十嵐俊博,長谷川昭
52) Source processes of 15 September 1998 M5.0 Sendai, NE Japan earthquake and its M3.8 foreshock by waveform
inversion. [Bull. Seism. Soc. Amer., 91, (2001), 1607-1618]
Okada, T., N. Umino, Y. Ito, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, and M. Kamiyama
53) Seismic reﬂection survey of the deep structure of Nagamachi-Rifu fault, Northeastern Japan. [Prodeedings of
International Symposium on Slip and Flow in and below the Seismogenic Region, (2001)]
Ikawa, T., T. Kawanaka, S. Kawasaki, A. Hasegawa, N. Umino, A. Nakamura and H. Ito
54) Distinct S-wave reﬂectors (bright spots) detected beneath Nagamachi-Rifu fault. [Prodeedings of International
Symposium on Slip and Flow in and below the Seismogenic Region, (2001)]
Umino, N., H. Ujikawa, S. Hori and A. Hasegawa
55) 1998年９月 15日仙台市で発生した地震（M5.0）の余震データに基づく応力場の推定. [東京大学地震研究所
彙報, 76, (2001), 51-59]
伊藤喜宏, 岡田知己, 松澤　暢, 海野徳仁, 長谷川昭
56) 東北地方地殻浅部で発生した中規模地震の震源過程. [東京大学地震研究所彙報, 76, (2001), 61-74]
岡田知己, 海野徳仁, 伊藤喜宏, 松澤　暢, 堀修一郎, 河野俊夫, 仁田交市, 長谷川昭
57) Seismological evidence for the inﬂuence of ﬂuids and magma on earthquakes. [Bull. Earthq. Res. Inst. Univ.
Tokyo, 76, (2001), 271-289]
Zhao, D., O. P. Mishra, R. Sanda, K. Obara, N. Umino and A. Hasegawa
58) Source processes of two moderate earthquake sequences in NE Japan by waveform inversion - September 15 1998
M5.0 Sendai earthquake and February 11 2000 M4.7 Kurikoma earthquake -. [Prodeedings of International
Symposium on Slip and Flow in and below the Seismogenic Region, (2001)]
Okada, T., N. Umino, Y. Ito, T. Matsuzawa, A. Hasegawa and M. Kamiyama
59) Inhomogeneous structure of the crust and its relationship to earthquake occurrence. [Seismotectonics in
Convergent Plate Boundary, (2002)]
Umino, N., and A. Hasegawa
60) Foreshock and aftershock sequence of 1998 M5.0 Sendai, northeastern Japan, earthquake and its implications
for earthquake nucleation. [Bull. Seism. Soc. Amer., 92, (2002), 2465-2477]
Umino, N., T. Okada, and A. Hasegawa
61) 高サンプリング地震観測システムの開発. [地震，第 2輯, 55, (2002), 217-222]
堀内茂木,根岸弘明,内田 淳,口石雅弘,海野徳仁,松澤暢,岡田知巳,長谷川昭，吉本和生
62) Distinct S-wave reﬂectors (bright spots) detected beneath the Nagamachi-Rifu fault, NE Japan. [Earth Planets
Space, 54, (2002), 1021-1026]
Umino, N., H. Ujikawa, S. Hori, and A. Hasegawa
63) Seismic reﬂection survey in Nagamachi-Rifu fault, Sendai, northeastern Japan. [Tohoku Geophys. Journ., 36,
(2002), 311-356]
Umino, N., and A. Hasegawa
64) 鬼首地域（宮城  秋田県境付近）におけるコーダ波減衰—近接する観測点間にみられる違い—. [地震，第 2
輯, 55 (4), (2003), 351-359]
三浦英俊,長谷見晶子,小菅正裕,海野徳仁,長谷川昭
65) Tomography of northeast Japan forearc and its implications for interplate seismic coupling. [Geophys. Res.
Lett., 30, (2003), doi:10.1029/2003GL017736]
Mishra, O. P., D. Zhao, N. Umino, and A. Hasegawa
66) Rupture process of the July 2003 northern miyagi earthquake sequence,Ne Japan,estimated from double-
diﬀerence hypocenter locations. [Earth Planets Space, 55, (2003), 741-750]
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Okada,T,N.Umino and Hasegawa
67) Hypocenter and focal mechanism distributions of aftershocks of July 26 2003 M6.4 northern Miyagi, NE Japan,
earthquake revealed by temporary seismic observation. [Earth Planets Space, 55, (2003), 719-730]
Umino, N., T. Okada, J. Nakajima, S. Hori, T. Kono, T. Nakayama, N. Uchida, J. Shimizu, J. Suganomata,
S. S. N. Gamage, A. Hasegawa, and Y. Asano
68) Bright S-Wave Reﬂectors Extensively Distribution Beneath the Backbone Range of the NE Japan Arc. [Tohoku
Geophys. Journ.(Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser 5), 36 (4), (2003), 526-530]
Hori, S., N. Umino, and A. Hasegawa
69) 東北日本弧における地殻の変形と内陸地震の発生様式. [地震，第 2輯, 56, (2004), 413-424]
長谷川昭,中島淳一,海野徳仁,三浦哲,諏訪謡子
70) 余震観測から推定した 2003年 7月 26日宮城県北部地震（M6.4）の余震の震源とメカニズム解の分布. [地震，
第 2輯, 56, (2004), 425-434]
海野徳仁,岡田知己,中島淳一,堀修一郎,河野俊夫,中山貴史,内田直希,清水淳平,菅ノ又淳一,ガマゲシャ
ンタ,仁田交市,矢部康男,迫田浩司,佐藤凡子,伊藤実,長谷川昭,浅野陽一,長谷見晶子,出町知嗣,矢島
良紀
71) 東北日本弧の地殻内 S波反射面の分布. [地震，第 2輯, 56, (2004), 435-446]
堀修一郎,海野徳仁,河野俊夫,長谷川昭
72) 1999年 2月 26日秋田県沿岸南部で発生した地震（M5.1）の断層面について. [地震，第 2輯, 56, (2004),
541-545]
長谷見晶子,瀧澤薫,堀修一郎,海野徳仁,長谷川昭
73) 後期新生代における東北日本中部背弧域の地殻構造発達ー最近の地殻構造を中心としてー. [石油技術協会誌,
69, (2004), 145-154]
海野徳仁,佐藤比呂志,吉田武義,岩崎貴哉,佐藤時幸,池田安隆,海野徳仁
74) Seismological Approaches to the Nagamachi-Rifu fault zone. [The second International Symposium of Slip and
Flow Processes in and below the Seismogenic Region, (2004)]
Umino, N., J. Nakajima, T. Okada and A. Hasegawa
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